
安全・安定輸送と

労働条件改善に

組織強化・拡大と

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う
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年
頭
に
あ
た
り
、
地
方
本
部
を
代
表
し
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
的
規
模
で
拡
散
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
は
、
社
会
経
済
活
動
を

直
撃
し
、
解
雇
・
雇
い
止
め
、
賃
金
切
り
下
げ

を
は
じ
め
労
働
条
件
の
悪
化
、
雇
用
不
安
な
ど

が
深
刻
化
す
る
中
、
貧
困
と
格
差
は
さ
ら
に
拡

大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
感
染
症
対
策
に
対
す
る

政
府
の
無
為
無
策
に
よ
り
、
医
療
提
供
体
制
が

追
い
つ
か
ず
、
感
染
・
発
症
し
て
も
自
宅
療
養

を
強
い
ら
れ
、
治
療
も
受
け
ら
れ
ず
に
大
切
な

命
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
悲
惨
な
医
療
崩
壊
が

現
実
の
も
の
と
な
る
な
ど
、
国
民
生
活
を
激
変

さ
せ
た
一
年
で
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
感
染

者
数
は
減
少
し
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ

た
も
の
の
、
世
界
各
国
で
新
た
な
変
異
株
・
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
や
感
染
再
拡
大
な
ど
に

よ
り
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
・
行
動
制
限
な
ど
が
報
告

さ
れ
、
日
本
に
お
い
て
も
第
６
波
の
感
染
症
拡

大
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
整
備
・
拡
充
が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
個
人
事
業
主
や
中
小
・
零
細
企
業
へ
の

緊
急
支
援
対
策
、
働
く
者
の
雇
用
確
保
と
賃
金

底
上
げ
、
長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど
の
待
遇
改

善
は
必
須
の
課
題
で
あ
る
だ
け
に
、
さ
ら
な
る

実
効
性
の
あ
る
明
確
な
コ
ロ
ナ
対
策
や
法
整

備
を
国
・
自
治
体
に
早
急
に
求
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
日
ま
で
、
全
て
の
闘
い
を
組
織
強
化
・
拡

大
に
集
約
す
る
こ
と
を
全
機
関
で
再
確
認
し
、

粘
り
強
く
拡
大
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
到
達
点
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
Ｊ
Ｒ
貨
物

会
社
と
の
一
括
和
解
以
降
１
５
１
名
の
新
た
な

仲
間
を
国
労
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
厳
し
い
現
状
の
中
で
の
取
り

組
み
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
職
場
に
渦
巻
く
不
平
・
不
満
・
矛
盾
な
ど

の
多
く
の
声
や
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
つ
か
み
、

き
め
細
や
か
な
世
話
役
活
動
を
は
じ
め
職
場
環

境
・
労
働
条
件
改
善
に
向
け
た
国
労
組
合
員
の

真
摯
な
取
り
組
み
が
確
実
に
成
果
と
し
て
結
び

つ
い
た
こ
と
は
明
白
で
す
。

　

現
在
も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
内
に
お
い
て
社
友

会
の
組
織
化
が
進
め
ら
れ
る
状
況
の
中
で
、
労

組
未
加
入
者
対
策
を
さ
ら
に
強
化
し
、
労
働
組

合
の
存
在
意
義
を
広
く
訴
え
る
こ
と
に
最
大
限

集
中
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
組
織
拡
大
の
条
件
は
紛
れ
も
な
く
職

場
に
あ
る
だ
け
に
、
思
い
を
共
有
し
、
仲
間
に

寄
り
添
い
、
労
働
組
合
に
結
集
す
る
こ
と
が
労

働
条
件
の
切
り
下
げ
に
対
す
る
歯
止
め
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
国
労
加
入
へ
と

繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
鉄
労

働
組
合
を
担
う
次
世
代
へ
、
運
動
・
組
織
・
財

政
を
着
実
に
継
承
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
組

織
強
化
・
拡
大
運
動
の
よ
り
一
層
の
強
化
を
図

り
、
精
力
的
に
青
年
・
女
性
層
と
の
連
携
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
切
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
、
各
級
機
関
が
一
丸
と
な
り
全

て
の
労
働
者
の
組
織
化
に
向
け
、
共
に
奮
闘
す

る
こ
と
を
全
組
合
員
に
強
く
訴
え
ま
す
。

　

今
も
な
お
Ｊ
Ｒ
各
社
で
は
、
大
幅
な
要
員
削

減
や
業
務
委
託
な
ど
に
よ
り
、
重
大
な
イ
ン
シ

デ
ン
ト
や
ト
ラ
ブ
ル
の
多
発
が
後
を
絶
た
ず
、

労
働
条
件
の
劣
悪
化
や
労
働
災
害
の
発
生
な
ど
、

鉄
道
事
業
の
最
大
の
使
命
で
あ
る
安
全
・
安
定

輸
送
を
脅
か
す
事
態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
、
２
０
２
０
年
度
決
算

に
お
い
て
、
単
体
・
連
結
と
も
会
社
発
足
以
来
、

初
め
て
の
赤
字
決
算
の
中
で
、
企
業
存
続
の
危

機
感
を
煽
り
、「
変
革
２
０
２
７
」
の
早
期
実
現

の
名
の
も
と
に
コ
ス
ト
削
減
を
は
じ
め
、
柔
軟

な
働
き
方
改
革
な
ど
業
務
の
多
様
化
が
推
進
さ

れ
、
す
べ
て
の
職
場
労
働
条
件
が
さ
ら
に
見
直

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
に
お
い
て
も
、
徹
底
し
た
効

率
化
施
策
と
社
員
犠
牲
の
賃
金
抑
制
を
推
し
進

め
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
会
社
で
は
、
長
時
間
拘
束
や
不

規
則
勤
務
な
ど
が
続
き
、
健
康
破
壊
が
蔓
延
化

し
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
輸
送
業
務
に
携
わ
る
労
働
組
合
と
し
て

「
安
全
の
確
立
」
は
何
よ
り
も
優
先
す
べ
き
課
題

で
あ
る
だ
け
に
、
Ｊ
Ｒ
の
社
会
的
責
任
の
履
行

や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
と
合
わ
せ
、
経
営

に
対
す
る
適
切
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
・
提
言
活
動

を
強
め
、
安
全
最
優
先
の
企
業
風
土
の
定
着
を

求
め
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

す
べ
て
の
働
く
者
が
、
安
全
で
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
・
労
働
条
件
を
早
急

に
築
く
た
め
に
も
、「
安
全
・
仕
事
総
点
検
運
動
」

を
軸
に
抜
本
的
な
安
全
・
事
故
防
止
対
策
と
着

実
に
技
術
継
承
が
で
き
る
適
正
要
員
の
配
置
に

向
け
全
力
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
、
急
激
な
内
閣
支
持
率
低
下
を
受
け
菅
前

首
相
が
突
然
退
任
し
、
岸
田
政
権
が
発
足
し
ま

し
た
。
安
倍
傀
儡
政
権
と
も
言
う
べ
き
自
民
党

役
員
人
事
・
閣
僚
配
置
を
行
う
な
ど
、
今
後
も

国
民
不
在
の
国
政
の
私
物
化
の
腐
敗
政
治
が
繰

り
返
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、
自

民
党
は
絶
対
安
定
多
数
を
単
独
で
確
保
し
、
公

明
・
維
新
を
含
め
る
と
改
憲
勢
力
が
３
分
の
２

を
超
え
る
議
席
を
獲
得
す
る
と
い
う
情
勢
を
作

り
出
し
ま
し
た
。

１
１
月
１
２
月　

内
外
の
動
き　

１
１
月
３
日

平
和
と
生
命
と
人
権
を
！
１
１・３
憲
法
大
行
動

日
本
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
て
か
ら
７
５
年
と
な
る
日
、

「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」
が
主
催
す
る

安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
行
動

１
１
月
７
日

第
７
回
女
性
部
中
央
委
員
会

１
１
月
１
１
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
年
末
手
当

発
足
以
来
最
低
の
２・０
ヶ
月
で
妥
結

鉄
道
退
職
者
全
東
京
地
連
総
会

１
１
月
１
６
日　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
２
０
２
２
年
春
か
ら
、

山
形
新
幹
線
の
自
由
席
廃
止
を
発
表

１
１
月
１
７
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
上
越
新
幹
線
を
使
い
、
新
幹
線

国
内
初
の
自
動
運
転
の
実
証
実
験
を
行
う
。

１
１
月
１
８
日

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
年
末
手
当
の
回
答

１
２
月
２
日
２・３
５
ヶ
月
で
回
答

１
１
月
１
９
日

Ｊ
Ｒ
貨
物
が
年
末
手
当
の
回
答

１
２
月
９
日
１・６
７
ヶ
月
で
回
答

改
憲
発
議
反
対
！

辺
野
古
基
地
建
設
反
対
！

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
反
対
！

１
１・１
９
国
会
議
員
会
館
前
行
動

１
１
月
２
６
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
１
１
都
県
５
９
駅
で
視
覚
障
害
者
に

ホ
ー
ム
・
階
段
を
案
内
す
る
音
響
装
置
で
不
適

切
な
向
き
に
設
置
し
て
い
た
こ
と
を
発
表
。

１
１
月
２
８
日

全
労
協
定
期
全
国
大
会

東
京
交
運
労
協
定
期
大
会

１
２
月
７
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
２
０
２
５
年
～
３
０
年
こ
ろ

首
都
圏
で
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
を
目
指
す
と
の
発
表

１
２
月
１
７
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
２
０
２
２
年
３
月
１
２
日

ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
を
発
表

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

※
地
本
事
務
所
の
年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て
※

１
２
月
２
８
日

仕
事
納
め

組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん

組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん

　
　
新
年
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
新
年
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

最
重
要
課
題
は

組
織
の
強
化
・
拡
大

安
全
安
定
輸
送
の
確
立
と

労
働
条
件
の
確
立
を



･

３ 

憲
法
大
行
動

平
和
と
人
権
を

平
和
と
人
権
を
11

２
０
２
２
春
闘
で

生
活
課
題
の
改
善
を

春闘標語を募集！春闘標語を募集！

春
闘
標
語
を
募
集
！

国労東京総合車両センター分会

羽田野一成 さん
交通機械サービス
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最
後
に
２
０
２
２
年
春
闘
は
、
Ｊ
Ｒ
各
社
に
お

け
る
定
期
昇
給
の
完
全
実
施
を
柱
に
安
心
し
て
生

活
で
き
る
新
賃
金
要
求
の
実
現
、
安
全
・
安
定
輸

送
の
確
立
と
職
場
労
働
条
件
改
善
、
組
織
強
化
・

拡
大
の
取
り
組
み
に
、
全
組
合
員
が
ま
さ
に
共

有
・
参
画
す
る
春
闘
再
生
と
し
て
確
立
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
、
山
積
す
る
政
治
・
国
民
的
諸
課
題
と

連
動
さ
せ
る
中
か
ら
地
域
春
闘
の
強
化
を
目
指

し
、
闘
う
春
闘
の
再
構
築
に
向
け
全
て
の
力
を
傾

注
す
る
決
意
で
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
春
闘
勝
利
、
な
ら
び
に
組
織
の
強

化
拡
大
、
労
働
条
件
改
善
、
分
会
活
動
の
活
性
化

に
向
け
て
第
２
６
回
春
闘
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の

通
り
と
な
る
の
で
、
組
合
員
み
な
さ
ん
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１　

応
募
内
容

　

全
組
合
員
・
家
族
が
一
致
団
結
し
て
２
０
２
２

年
春
闘
に
決
起
す
る
標
語
。
な
ら
び
に
、
組
織
の

強
化
・
拡
大
、
労
働
条
件
改
善
、
分
会
活
動
の
活

性
化
に
向
け
た
標
語
。

２
、
応
募
対
象

　

機
関
及
び
組
合
員

３
、
応
募
締
め
切
り

　

２
０
２
２
年
１
月
末
日
ま
で
に
地
方
本
部
に
必

着
と
し
ま
す
。

４
、
入　

賞

　
　
　

①　

入
選
１
編

　
　
　

②　

佳
作
１
編

５
、
発
表
・
表
彰　

　

拡
大
地
方
委
員
会
に
お
い
て
発
表
・
表
彰
と
し

ま
す
。

６
、
応
募
方
法

　

作
品
は
、
締
め
切
り
期
日
ま
で
に
便
宜
用
紙
に

分
会
名
・
氏
名
を
記
入
し
、
地
区
本
部
・
支
部
経

由
で
地
方
本
部
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

１
１
月
３
日
、「
平
和
と
命
と
人
権
を
！
１
１
・
３

憲
法
大
行
動
」
が
開
催
さ
れ
、
総
が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
共
同
代
表
高
田
健
さ
ん
か
ら
「
先
日
投
開
票

が
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
の
報
告
が
さ
れ
た
。

改
憲
勢
力
の
自
公
政
権
と
日
本
維
新
の
会
で
３
分

の
２
以
上
の
議
席　

を
許
す
な
ど
の
課
題
を
残
し

た
。
引
き
続
き
野
党
統
一
候
補
の
誕
生
と
枠
組
み

を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
た
」
続
い
て
野
党
か
ら
は
、
日
本
共

産
党
田
村
智
子
副
委
員
長
・
立
憲
民
主
党
近
藤
昭

一
衆
院
議
員
・
社
民
党
福
島
瑞
穂
党
首
か
ら
挨
拶

を
受
け
た
。
憲
法
学
者
の
志
田
陽
子
さ
ん
か
ら
「
改

憲
勢
力
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
が
声

を
あ
げ
て
い
こ
う
」
と
訴
え
が
さ
れ
、
東
京
大
学
教

　

改
憲
派
は
、
次
の
参
議
院
議
員
選
挙
を
睨
み

な
が
ら
憲
法
審
査
会
で
の
改
憲
案
づ
く
り
を
目

論
み
、
国
民
投
票
の
実
施
や
コ
ロ
ナ
禍
を
口
実

に
「
緊
急
事
態
条
項
」
創
設
を
優
先
的
に
目
指

す
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
敵
基
地
攻

撃
能
力
」
の
保
有
の
検
討
と
併
せ
、
実
質
的
な

改
憲
策
動
と
一
体
に
平
和
国
家
か
ら
確
実
に
軍

事
国
家
へ
と
変
貌
さ
せ
る
不
穏
な
動
き
を
よ
り

一
層
強
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
強

権
的
な
国
会
運
営
の
中
、
辺
野
古
新
基
地
建
設

の
強
行
や
脱
炭
素
社
会
を
口
実
に
し
た
原
発
再

稼
働
、
介
護
報
酬
の
見
直
し
と
後
期
高
齢
者
の

医
療
負
担
増
と
な
る
社
会
保
障
制
度
改
悪
な
ど

の
反
動
政
治
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
、
求
め
ら
れ
る
の
は
安
倍
‐
菅
‐
岸
田
と
引

き
継
が
れ
る
腐
敗
政
権
の
清
算
で
す
。

　

反
動
的
な
岸
田
政
権
に
対
し
、
立
憲
主
義
と

民
主
主
義
を
堅
持
す
る
中
で
、
国
民
本
位
の
政

治
の
確
立
と
改
憲
阻
止
を
は
じ
め
平
和
憲
法
を

護
り
、
生
き
る
権
利
の
確
立
、
差
別
の
な
い
平

等
で
民
主
的
な
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
諸

行
動
が
喫
緊
な
課
題
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　

　

ま
た
本
年
は
、
７
月
に
参
議
院
議
員
選
挙
が
想

定
さ
れ
る
中
で
、
市
民
と
立
憲
野
党
と
の
共
闘

を
強
化
し
、
平
和
・
民
主
主
義
勢
力
を
総
結
集
さ

せ
、
護
憲
を
目
指
す
す
べ
て
の
候
補
者
の
必
勝
に

向
け
、
労
働
組
合
の
責
務
と
し
て
総
力
を
挙
げ
力

強
く
闘
い
抜
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

授
本
田
由
紀
さ
ん
は
、「
野
党
共
闘
の
強
化
を
」
と

呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
市
民
連
合
広
渡
清
吾

さ
ん
か
ら
「
来
年
７
月
に
実
施
さ
れ
る
参
議
院
選
挙

に
お
い
て
改
憲
勢
力
に
勝
た
せ
な
い
闘
い
に
向
け
、

現
行
憲
法
を
生
か
し
、
暴
走
さ
せ
な
い
闘
い
が
重
要

で
あ
る
」
と
訴
え
て
き
た
。
そ
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
松
本
千
枝
さ
ん
か
ら
「
コ
ロ
ナ
渦
で
働
く
女

性
の
生
活
と
労
働
実
態
」
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
岸
本
啓
介
さ
ん
か
ら

「
選
挙
で
は
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
力
を
確
認
で
き

た
。
さ
ら
に
共
闘
の
強
化
を
図
り
政
治
を
変
え
る
運

動
を
作
ろ
う
」
と
行
動
提
起
さ
れ
散
会
し
ま
し
た
。

集
会
に
は
２
０
０
０
名
が
参
加
、
ま
た
、
ｙ
ｏ
ｕ

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
お
い
て
も
同
時
配
信
さ
れ
た
。

☆歓迎☆国労加入

仲間とともにガンバロー


